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既存の資産を活かして月報作成を自動化
生産性の向上に寄与

日米合弁の高機能素材メーカー、東レ・デュポン株式会社では、メインフレーム上の生産管理システムなどの
データを用いた生産月報を作成するためのシステムに、DataSpiderを採用しました。メインフレームに手を加
えることなくGUIで容易に開発でき、月報への転記の負担やミスをなくしただけでなく、時間に余裕ができたこ
とで、月報の本来の目的である生産性向上のための工程上の問題点の発見などに役立つようになりました。

データ転記などの手間で月報作成に大きな負担

　東レ・デュポン株式会社は、東レ株式会
社と米国デュポン株式会社の折半出資に
よって1964年に設立されて以来、両社の
技術力を結集してさまざまな高機能素材を
開発し続けてきました。現在の東レ・デュポ
ンの製品は、ポリエステル・エラストマー「ハ
イトレル」、ポリイミドフィルム「カプトン」、ア
ラミド繊維「Kevlar」の3つで、幅広い分野
で高い信頼を得ています。
　同社東海事業場のカプトン製造部で
は、この「カプトン」生産実績の各指標を報
告する生産月報を作成するのに、現場にか
なりの負担をかけているという課題がありま

した。月報は、原料投入量と生産量、各工程上のポイントとなる部分での仕
掛品の量などから原価計算を行う資料として、メインフレームで構築された生
産管理システム「KPS」（カプトン生産管理システム）上のデータや、製造工
程の要所要所で収集したデータをExcelワークシートに転記、集計していま
す。しかし、KPSから転記すべきデータが煩雑な上に、KPS上のデータをいっ
たん紙で出力してExcelに転記せねばならないなどの手間が掛かっていたの
です。
　「月報作成の日は残業になる事が多く、現場の担当者としては、ずっと問
題意識を持っていました。加えて生産増と製品の多様化に伴って、もともと
大変だった月報作成が、より負担になってきたのです。生産増と製品の多様
化に伴ってこの月報作成に要する時間を半分以下にしたいと考えていまし
た」と、東レ・デュポン 東海事業場 カプトン製造部 管理課長の瀬崎長洋
氏は言います。
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　東レ・デュポンでのカプトン生産は20年
以上の歴史があります。当然、工程の改良
や月報に用いる指標の追加・変更なども数
多くあったことでしょう。そして月報作成が
代々引き継がれているうちに、分かりにくく
なってきていたようです。
　「前任者の調査で、ある程度は分かって
いたのですが、システムにするには具体的
な数字の出所を確認していかねばならず、
大変だったと思います」（難波氏）
　これまで用いてきた月報には、439もの
入力箇所が12枚のワークシートに分散し

ていたそうです。今回開発された月報作成システムでは、DataSpiderがKPS
から一括で必要なデータを抽出し、それをSUMIF関数などで各工程のワーク
シートに振り分けるようにしています。
　月報作成のタイミングは従来と同様に月2回、24時間を3交代で操業して
いる中の、朝勤務シフトが終了する時刻に開始されます。この時点でのデー
タが抽出・集計されてExcelワークシートとして出力されるのです。
　「月報に必要なデータの中には現場で数字を確認して入力しなければなら
ないデータもあるので、完全に自動化されたわけではありませんが、KPSから
帳票を出力してExcelに転記する手間も、その際の入力ミスなども完全になく
なりました。以前は8時間くらいを要したものが、1時間半程度で済むようにな
り、月報作成の本来の目的であるデータ解析や、工程上の問題点の発見の
ための時間ができました」と瀬崎氏は言います。
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　月報作成作業を軽減するため、東レ・
デュポンではITパートナーである株式会社
東レシステムセンターとともに生産管理シ
ステムに手を加えて月報作成機能を追加
することも検討しました。しかし、その開発負
担が大きなものとなることが予想され、断
念したそうです。
　株式会社東レシステムセンター 生産シ
ステム事業部 SD3課 課長代理 中西武
志氏は、次のように説明しています。
　「現場では、どのような数字をどう処理し

て表に入れて月報を作成しているのか、2006年頃に私の前任者が月報の
構造を調べています。その上で、月報システムを作ろうと検討していたので
す。しかし、もしメインフレーム上でやるとしたら、本格的にスクラップ＆ビルドが
必要となって、大変な作業になってしまいます」
　そんな折、あるベンダーからGUIで作れるEAIツールのデモを受け、メインフ

　現在、東レ・デュポンが導入した
DataSpiderは、安定した稼働で月報の作
成に役立っています。東レ・デュポンでは今
後、DataSpiderのさらなる活用を考えてい
るそうです。例えば中西氏は、こんなアイデ
アを持っています。
　「KPSに入力する元データを、社内の
Excelワークシートから転記している部分も
あります。そこにDataSpiderを使えば
Excelから自動でアップロードできるように
なり、手間もミスもなくせることでしょう」
　また、東レシステムセンター 生産システ
ム事業部長の松田浩氏もこう評価します。

　「レガシーシステムは、拡張性に制約があり、格納されているデータを自由
に取り出したり加工できないので、ユーザの要望を実現するにはコストがかか
りすぎる面がありました。しかし、DataSpiderを使えば、低コストかつ短期で実
現できる可能性があります」
　月報に関してもExcel2007対応を待って改良する方針です。
　「月次の実績だけでなく、予算との比較表、年初からの累計、前年同月比
などを自動で出せるようにしたいと考えています。データを作ったら、当然そう
いうところも見たいわけです」（瀬崎氏）
　東レ・デュポンではDataSpiderの新しい使い方を模索しています。次に課
題としているのが月単位比較の自動処理です。
　「これが実現できれば、技術開発部や品質保証課など他の部門からの
ニーズも増え、DataSpiderの利用が広がることでしょう。アプリケーションの
対応状況を待つ必要もありますが、これからに期待しています」（瀬崎氏）

月報作成の時間は大幅短縮でミスもなくなり、より高度な活動の時間ができた

社内の他部門でも活用を検討

レームのデータ構造に手を加えることなく月報作成の負担を軽減できる見通
しが立ちました。
　中西氏は「適切な市販ツールの活用で実現できそうだという見通しが立っ
たので、2007年頃から具体的に取り組むことになったのです」と言います。
　主要なツールを比較検討した結果、DataSpiderの採用が決まりました。
　「DataSpiderは、競合する他社製品とほぼ同等の性能・機能を持ってお
り、しかも他社より安いことが採用のポイントとなりました」と説明するのは、開
発を担当した東レシステムセンター 生産システム事業部 SD3課の難波仁
氏。
　「今回のシステムでは、VBでトリガーとなる処理の起動画面を作り、その裏
で、VBが作ったファイルをトリガーとしてDataSpiderが動き出すようにしてい
ます。DataSpiderのファイルトリガー機能を使うことで、手軽に起動処理が
作れました。苦労したのは、むしろ仕掛けを作る前に現場へのヒアリングを
行ったときでしたね。月報の入力を担当している方々に、一つひとつの元デー
タの所在を確認していったのです」（難波氏）
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